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図後島「ポシトー」湖の硫黄

現皐士大井上義近

ON THE SULPHUR IN THE LAKE PONTO 

OF 

KUNASHIRI ISLAND. 

By 

Y. ChNOUYE, R旬αkushi.

－唱岨届両両量園田圃ー

嘗て千島園閤綾島氏て硫黄を湖中よ b混み取 bて鎮業を管め

ると云ふととを問主如何にして硫黄の成生せるものなるかを知ら

んと欲せしが今夏好機を得て向島氏渡 b親しく其股況を賞験した

れば左に其概要を述べんとす。

位置及地勢 園綾島の南端にー漁村あ b泊村と稀し根室閣に

最も接近せる－,1、潜在 h此港を距る乙と北方四里氏、．し，＂（ -,1、山の

でも

突起せるものあ b是を治山と云ム其北側に一大凹地あbてままに水
イチピジナ4

を溜 {J-r-菱内湖とは是れな b四周絶壁を以℃繰らし湖面よ b約八

百尺高〈南壁は千二百尺も高〈饗 b以て治山を成せ bー菱内湖は

海援五百尺にして宇月形を成し西北一東南に長 4周同ニ里水深く

多量の硫黄分を合有し魚類の生棲を見ずー菱内湖の成因は即ちー

火口湖にして湖の南側に常 b「ポシトー」山の噴出せる錦め闘肢の費

遣を妨げられ宇月形を取れるものな b。

「ポントー」山は治火山の中央火口丘にし℃元と闘形を成せるー

菱内湖の南遣に噴出したるものな b成生後硫汽噴出する乙と却し

〈錦めに噴孔の周園は崩壊せられ僅かに其北端と東南部氏其遺跡

を存するのみにて西部及南部は換除せ h北部は高志約二百尺にし
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て東南端は南方民連な b泊山に接績す而して「ポントー」山には中央

に闘形ー火口を有し麓約七百尺あ bー菱内慨をは高 3二百尺の小

山を以て界せられ湖面は一義内湖よ b約二十尺高しO

「ポントー」火口は硫黄績を産出する湖にして火口底の中央は水

面よ b 九十尺巧至百足探~も湖遣は中央に向 μ 五十尺間は深草五

十尺を越bず即ち深志百尺内外の場所は湖の中央部に於て径六百

尺あ b℃其底部よ bは詰所噴疏する所あ b面して湖の東北には一

小溝あ bてー菱内湖に疏水す湖水極度揺氏四十度を示すO

地質 外輪山を構成せるものは友色細粒にして輝石の斑品明

かなるも中央火口正12る「ポンーー山Jのものは褐色粗怒にして噴出

孟誕百のために著，L,＜卦解せらる捺れども鶴℃輝石安山岩な告。

鋪広 中央火 rJ丘上bζ荘する「-is.Y 争ーJ湖には三種の硫黄生成

せらる。

昇華物

二、鋸染物

一、噴出延期が湖中にて硫黄を生成するもの

一．昇華物は火山の噴孔に接して硫権:.li:斯が冷却して硫黄を葉

周壁板こ付着せしむるものにして帯広噴火山に於て目撃する所のも

のま事「ボント申J湖の北緯には七八個所代小噴鼠孔あ長吃絶むす硫

菰克斯を叢生し硫黄を昇華するも其量僅少なるもの者Eむo

二、錨染とは噴出する硫車定指の錦めに噴孔の周閤又は裂擦の

禰側部は痛く分解せられ岩石を構造せる鍍物は昆斯作用及温泉作

用によ b漸次溶解除去せられ更らに硫黄は次第民其空位を充たし

以て岩石をし吃硫黄‘錨たらしむるものま b故に昇華物と相伴以噴

議孔の附廷に存在するもの記して本多11には此種の績床少怠からず。

三、火山よ b噴出する克期中に℃最も多量なるは水謀議にして

其他二酸化炭素、二酸化硫黄．硫化水索、盤素、弗素等はして火山の四
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周にて吾入の臭成を最も刺戟するものは硫黄化合物な b此等二酸

化硫黄及硫化水素克斯は湖水中にて互に化合して硫黄を遊離せし

め又硫化水素克斯は湖水中の酸素を取会而して硫黄を卦離せしむ。

2H』s+ 802 = 38 + 2民0
H2 S + 0 = S + H; 0 

斯くして湖中に生成する硫黄は粒就にして黄色のものを混ず

るも友色万至黒色のもの常在 b火日湖底に沈積せるものと火道管

中よ b得たる屯のとは其形完走及色等に区別する所あb0 

火道管中のものは色暗灰色万歪黒色にして形は閥、卵、紡維、無

花果、腎臓扶其他樹状をなす大~0,2 ミ買メー争 JV 乃至 3 圭 9 メート

/V程のものを普通とす此等は多〈各位別ゅは火道管内よ b噴出せ

らる L も亦相密着し恰も鉱搾肢を呈するものあ b面して此等粒股

硫黄は猶ほ表面に微細なる硫黄片を付着し粗感あ b0 

火口湖底に沈澱せるものは前者比比し色箱、淡〈友色若〈は黄

色にして形は略同一意るも竿形のものを混ず商して表面卒滑にし

て宇球形の底面に小孔を存するを常とすo'

斯の如〈綾者に異形の硫黄を

存するは生成後機械的作用の矯め

竿形煙硫黄断面園

Cλ 〈ご＞ ζこ〉 に麓形せるものに非ずして克斯体

J: b問形体に轄化する際既に竿形

鵠を呈して球形のものと現在する

もの在るべく表面の極めて卒滑在

るは生成稜水中 lとて相互の摩擦に

よるも竿形韓の底面には華も機械

【卵抗紡錐抗無花果紋・腎臓駅J唱／早弔此三種ア甲〉的作用に基く痕跡をを認めざるも
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のあれば在 b。
害てm崎理皐士が白根火山氏於ける硫黄の生成と題L℃地質

C 4 司也、令、L•:' ~ 0. 
均一

官官 斗 Jふ ,."c•, 
与〈気
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叡)2 大2事争』ヒム鋼富島＆京 J 争『繊の櫨e重度

事雑誌第百二十二競に論ぜ容れしととあ bιが0.＊＂.：.，干ザ」潮中り厳
賦硫黄と向環在るものあちて些ti戸形献托異な£ものあるも等し f

克1!Ji抱が水中にで国体の硫黄に襲形せるものにし℃現今盛・4-&,r火

道管中よ b生成せらる、な hrJ.li tt今其生成獄態を越ベんとす。

抑も外界の気麿漸く滅少す｛る4ζ あ1?.b唄火白若〈は其周迭の

袈緯よ b噴出する克却Jの量多 3を常 ξす之れ内弊の暦カ苧均せん

が錯拭して曇天或4ま桶天の際多量の噴煙あるは蓋し此ま堅.t乙接る毒t 

b紗、那、網走

さ攻量常時は盛ん托噴集する屯外界sう菰温最も低きが故稼業土甚7
闘難望Ebといよ、故tと其産’額を知ι芯抱はぎるも亨tに低無，酪！は各aド夏

期卸も六七八の三ケ丹にして外界の集候は作業主最も趨常在るを

以て常期採集するものは産出額の大都卦を占。集主事夏期は平均

気魅低きも二十日月室三十日間も韓織して気著書高きととあるを蝕

て其場合托は噴気極めて少量にして硫黄め牧獲叉僅少攻 bといム

平素少量の克斯噴出し水面記銃砲を接すれきも漸〈低策爆の時期

到来すれば噴気曜にな b一足Ji翌二尺の水柱を湖面に上「糞際iよ

火口調中央底部 iま諜 ::,'S 帯住平均九十尺乃至百尺なるも｛我かに深~

を増し二百尺位記議すとい五、是れ即ち密閉せられたる火道管が盆

掛北噴出する瓦斯の錦め其上部の堆積物を火道口よ h押上げ.Plて

きさ盛とな 3しむるによるものな b而して其下部よ舎新鮮なる硫黄

粧を上騰せしむまま tζ於℃採集者は湖上に小舟を浮べ鋭製桶｛程二尺

深~二尺）を火道管中に下「れば上騰せる硫黄粒は水よ b 比重大な

るを以て再ζX湖底』乙抗識せんと b降下するもの栂中に入る之を滑

車にて混ふ上ぐるな争噴気盛んなる時は桶を下ヤれば忽ち充満し

ー臼中百舗程の採集lま闘雛JPtあらぎる攻争 J訴の如 S多量を得る a': ・, 

iま廿 El乃至三十日間も韓癒するととあ bといよ、然れ芝も火山活動

カの衰ふるに謹れ期実績鑑揖少し究第 tζ葉産J碩・l！＇瀧ず 2るに歪れb。
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本選硫黄鎮の種類数多あれども古武井硫黄山、奥尻硫黄山、岩尾

登硫黄山の如き諸鏑由の硫黄命生成を品る民皆湖中沈澱物にして

現今「 -q;• y トー」硫黄山氏於て生成せらる弘知 S粧賦硫黄が湖中に堆

積し（位に大小はあるべし）硫黄鎮のみの重力及其上を蔽へる粘土類

堆積物の魅力並に噴嵐克斯の高温等のために撤密の構造を有する

に至 b以て今世の鎖床を形成せるもの在るペ℃此の如含粒賦硫黄

は数個の火山氏限られたるものに非らざるべく現代登別温泉近傍

にも略同様の生成を冒撃し提b権益倒産のもめは形精大にして中

空なるを常とす。

（犬正元年十ー月稿）

一川JC'>o


